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１．研究計画の概要 
 中国の清王朝が制定した民族別の諸法典
の内、モンゴル民族専用法である蒙古例は、
日本で最も詳しく研究されてきたが、清朝前
半期における状況が全くの不明であった。さ
らに最近 15 年ほどの間に、崇徳 3 年、康煕 6
年、康煕 35 年という清朝前半期のモンゴル
文法典が相次いで新発見されたため、本研究
ではそれらのモンゴル文法典を細かく分
析・利用して、4 年間で清朝前半期における
蒙古例の姿とその起源を探る計画であった。 
 
２．研究の進捗状況 
 崇徳 3 年、康煕 6 年、康煕 35 年の計 3 法
典の内、未出版で当初は研究が不可能に近か
った康煕 6 年の法典が、私の予想通りにうま
く中国から影印版で出版され、4 年計画の 2
年目の初めにしてようやく全ての史料を入
手し終えた。したがって 1年目は史料収集等、
ほとんど研究の準備期間というに等しかっ
た。 
 そして 2年目から本格的な研究に着手して、
まず崇徳 3年の法規がどのような形で蒙古例
法典の中に入ったのかという問題に関して
は、台湾所蔵の漢文版と康煕 6 年、康煕 35
年の両法典とを利用して研究を進め、3 年目
が終了した現在、ほぼ完成に近づいている。
したがってここはほぼ予定通りである。今年
の夏までに一本の論文にまとめて、今年度中
に雑誌論文として発表するつもりである。 
 しかし、康煕 6 年の法典の全文転写・訳注
はまだ完了していないため、康煕 35 年の法
典には実質上着手できていない状況である。
康煕 6 年法典の転写・訳注の進捗状況はかな
り進んでいて、何とか今年度中には完成させ

られると思う。また、康煕 35 年法典にはほ
とんど未着手であるが、崇徳 3 年軍律に相当
する条文は既に研究が終わっており、ディリ
コフ氏によるロシア語訳本の序文も、半分ほ
どは読み終わっている。 
 最終的に、中国に於ける李保文氏、ダリジ
ャプ氏、ロシアのディリコフ氏、ドイツのホ
イシェルト氏らの表面的な文献学研究より
も、深みのある歴史的・法制史学的な研究に
つながるであろう。 
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている。 
 康煕 6 年の法典を入手できたのが計画の 2
年目の初めであったことが、遅れた理由の一
つである。もう一つは、3 年目である昨年度
から学内での行政上の仕事が予想外の規模
で大量に入り、研究はもちろんのこと、授業
実施にも支障をきたしそうなぐらいの忙し
さになってしまったためである。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 学内行政上の仕事の半分以上がまもなく
終了するため、最終年度である今年度は少し
時間が取れそうである。まず、台湾所蔵の漢
文版等を利用した崇徳 3年軍律の新しい研究
を今年の夏までに完成させる所存である。そ
の後、計画通り、康煕 6 年の法典の全文転写・
訳注を必ず完成させる。また、ディリコフ氏
による康煕 35 年のモンゴル語版法典のロシ
ア語訳本の序文を和訳しておきたい。ここま
では何としても絶対に研究を完了させる所
存である。さらに将来の研究のためにも、康
煕 35 年法典の転写・訳注も、可能な限り本
科研にて進めておきたい。 
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 康煕 35 年法典の研究を含む清朝前半期の
蒙古例に関する全体的な研究は、次の科研の
テーマとして、新たな視点を設定した上で実
施することになるかも知れない。 
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